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第22回
怒りと憎しみ

今回は紅葉を楽しむ⽬的もあり、会場は特別に清⾵荘にて、話題提供者には久しぶりに宇佐美⽂理 教授を
迎え、「怒りと憎しみ」をテーマに談議を実施しました。
使⽤テキストで展開される物語は「怒りを消すカプセル」が架空の国家Q国で開発されたところから始ま
りますが、しかし調査の結果、「怒りの神経システム」は⼈間にとって必要なものだとの認識から、服⽤量
が⼀定数で制限され、最終的には「怒り」ではなく「憎しみ」を消すことが開発の最終⽬的だったことが
判明します。
物語の内容を受けて、参加者のみなさんのあいだでは、まずは怒りと憎しみの違いに話題が集中し、「怒り
＝突発的で、⾏動に向けられるもの」「憎しみ＝持続的で、存在そのものに向けられるもの」という認識が
⽰されました。
そのうえで、話題は⽇常⽣活においてみながどう怒りに対処しているか、という⽅向に。具体的には、怒
っている相⼿の思考回路を分析する、その場から離れる、といった対処法のほか、なかには「怒りは悪い
ものだけではなく、相⼿への期待が込められている場合もあるし、それが芸術作品へと昇華される場合も
ある」といった意⾒も⾒られました。
途中、話題提供者の宇佐美教授からは、個⼈レベルでの話だけでなく国家や⺠族の怒りや憎しみについて
はどう考えるか、という問題提起がなされました。参加者のみなさんは頭を抱えながらも、それを受けて
「集団間の場合には憎しみは（⼈為的・政治的に）つくり出されている感がある」「集団で共有している物
語�他集団への憎しみも含む�が⺠族や国家の特徴を決定づけているような気がする」という意⾒が
出され、宇佐美教授からはそうした「物語」の存在が紛争解決などのヒントになるかもしれない、といっ
たコメントがありました。
また、もう少し⾝近なところで、現代社会に⽣きる⼀個⼈としての議論では「社会保障制度の問題などに
ついては理不尽さを感じるものの、現状を変えられるとは思えない」「SNSでは⾃⼰責任論が影響⼒を持っ
ているので、他に責任を求めることをしない傾向がある」「学⽣運動の時代には、⾃分が動けば社会は変わ
ると思えたかもしれないが、今は⾃分が動けばそれだけで⼆酸化炭素を排出して環境を汚してしまうな
ど、根底の部分でニヒリズムが蔓延している」といった声がありました。
終盤には、愛と憎しみの関係についても話題が及び、「両者は存在そのものに向けられる感情という点では
同じ」「like→love∕怒り→憎しみ」という変化のあり⽅も類似している、といった意⾒が⾒られました。
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宇佐美 ⽂理 ⽂学研究科 教授

参加者 ： 5名
[内訳]
1回⽣2名（⽂学・法学）
4回⽣3名（総合⼈間学・法学・経済学）




